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[bookmark: _GoBack]●待望のオープンに3000人が来場　新図書館（来楽里ホール）開館
　7月20日、大崎市図書館開館セレモニーが行われ、古川駅前に新しい大崎市図書館が開館しました。
　玄関前には開館を心待ちにしていた人たちが長蛇の列をなし、オープンと同時に入館。利用者の皆さんは「ねころびコーナーで、足を延ばして本を読むのが楽しみ」、「新しくできた研修室を予約した。さっそく利用したい」など、思い思いに新しい図書館を楽しんでいました。
　館内には、最大200人が収容できる多目的ホールや用途に合わせて選択できる5つの研修室、タイプの違う2つの学習室などが充実。カフェコーナーも設置し、グラスを傍らに読書にふける姿も見られました。
　これから、市民の皆さんに親しまれる知識と交流の拠点として、まちづくりを支える図書館を目指していきます。
写真１：広くなった館内で、ゆっくり本を選ぶ
写真２：新図書館開館記念セレモニー

●豪華寝台列車「トランスイート四季島」におおさき流のおもてなし
　8月17日、JR東日本の豪華寝台列車「トランスイート四季島」が陸羽東線を運行し、地域の皆さんがお出迎えを行いました。
　西古川駅近くの水田や岩出山駅を通過する際には、手づくりのプロジェクションマッピングや甲冑武者が列車を歓迎しました。停車駅の鳴子温泉駅では、市内各地から集まった約150人の皆さんが乗客をお出迎え。降車した乗客は駅近くの早稲田桟敷湯で旅の疲れを癒しながら、大崎の夜を堪能していました。
写真１：豪華寝台列車 トランスイート四季島
写真２：100人を超える市民の皆さんがホームでお出迎え
写真３：歓迎の気持ちを込めた手づくりのプロジェクターを投影

2017　8月の主な出来事
	2日
	●おおさき花火大会
●全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文2017）軽音楽部門

	3日
	●古川まつり（～4日）

	4日
	●全国高等学校総合体育大会相撲競技大会（～6日）

	8日
	●おおさき元気戦略推進委員会

	14日
	●まつやま夏まつり
●三本木夏まつり
●鹿島台わらじまつり

	15日
	●鳴子温泉地域成人式
●平和のつどい

	17日
	●豪華寝台列車「トランスイート四季島」お出迎え

	20日
	●放射性廃棄物焼却処理住民説明会

	26日
	●おおさきジャンボ肉まつりinたじり（～27日）


写真：みやぎ総文2017に出場した、青森県むつ工業高等学校の皆さんから、東日本大震災復興の寄附をいただきました

地域発　お・ら・ほ・の・ま・ち
●三本木発　黄色に輝く市の花「ひまわり」が、三本木地域を彩る
8月2日～4日、三本木総合支所正面玄関ホールを会場に、市の花「ひまわり」を使用した生け花の展示会が行われ、来庁者の目を楽しませていました。この展示会は、いけばな草月流宮城県支部県北地区の皆さんが、創流90周年を記念して開いたもので、市の花の普及を目的とした市の補助金を活用して実施しました。期間中は三本木ひまわりまつりも開かれており、見渡す限りが黄色く染まる光景が楽しめるひまわり畑に対して、ひまわり1本1本の魅力を楽しめる催しとなりました。
　市では、市の花・木・鳥や市民歌を普及する活動に補助金を交付しています。詳しくは、政策課（23-2129）にお問い合わせください。
写真１：冷夏に負けず、満開に咲くひまわり（三本木地域 ひまわりの丘）
写真２：正面玄関に展示された作品が、来庁者の目を楽しませる
写真３：少しずつ整えながら、ひまわりの良さを引き出していく

●田尻発　地域一体で盛り上げる　手作りの夏祭り
　8月13日、かんぼやま夏まつりが開催され、大貫地区公民館体育館が地域の皆さんでにぎわいました。
　屋内ステージでは、地元の小中学生アイドルたちが得意のパフォーマンスを披露。野外テントでは、お盆の里帰りで久しぶりに会う友人とお酒を酌み交わす姿が見られました。
写真１：この日のためにあつらえた衣装で、自慢の踊りを披露
写真２：気に入った金魚を、網が破れないよう慎重に追いかける
